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■研究テーマと研究方針について
インターネットの経路制御はこれまで、通信の終点への到達性の確保のみを実現するために開発されてきた。そのため、経路制御機構が主に提供するのは、通信が可能であるというだけの任意の経路である。この設計思想に反して、近年のインターネットでは、パケットごとに詳細な通信経路を選択・決定することが求められている。ユーザはサービス品質の向上のために QoSR(Quality of Service Routing、サービスに応じた経路選択) を必要とし、ネットワーク管理者は回線リンクの利用効率のために TE(Traffic Engineering、トラフィックの制御) を必要としている。さらに、社会基盤としての次世代インターネットには、簡単に故障しない、故障しても迅速に復旧するなどの、耐故障性が経路制御機構に求められる。
現在のインターネットでは、TEを実現する手法が大きく二つ開発されている。一つはBGPコンフェデレーションを利用するものであり、もう一つはリンクステート型経路制御プロトコルのコストを利用するものである。QoSRは各ルータレベルで部分的に実現されており、ネットワークレベルでのIPフローの制御は研究段階である。また、経路制御機構の回復速度の向上も実現されていない。
　本研究は、現在必要とされるTE、QoSR、耐故障性の要求を、経路制御機構を根本から見直すことで実現するものである。現在実現されているTEの手法と矛盾することなくQoSRを実現するためや、耐故障性の向上の観点から、パスベクタ型アルゴリズムを利用する経路制御機構を設計することが望ましい。また、IPフローをルータ経路表でどのように扱うかに関しても、再設計が必要となる。そのため、経路表と経路制御プロトコルの再設計を通して、本研究は新しい経路制御モデルを提案する。
経路制御はインターネットの根幹であるので、その性能向上や機能の増加はインターネット自体の性能向上や機能の増加につながる。IP電話で 110 番通報を実現するような、社会基盤として信頼できるインターネットを構築するためには、本研究で行う経路制御機構の再設計が必要不可欠である。
■研究の進捗について
OSPFを実装し、そのプログラムの運用と改善を通じて、既存の経路制御の問題点を把握した。その一例を、Saint 2003 のワークショップ論文にまとめた。また、現在の経路制御機構がどのように動作するかを、雑誌の連載にまとめている。先行研究の調査や、論文の査読を通じて、経路制御機構の概念を習得した。
指導教官や他の研究者、ネットワーク運用者との議論を通じて、研究方針の概要を固めた。議論は提案された案がどれほどのスケーラビリティを持つか、どれほど性能向上が見込めるかに集中するため、シミュレーションによる証明に取り組んでいる。シミュレーションを実行した後、フォーマルによる研究概要の審査と、シミュレーション結果の論文執筆に取り組む予定である。また、packet classification の先行研究のアルゴリズムを応用して、IPフローを扱うルータ経路表のデータ構造を提案し、論文としてまとめる予定である。
■博士論文の進捗について

研究方針の概要の証明と、博士論文の構成要素となる小研究に取り組んでいるため、博士論文は執筆を開始していない。２００５年度春からの執筆開始を目標としている。
■特記事項

<ここは、村井さんが最後に書くと思いますので空白でよいと思います。>

